
６．経営学部「学位授与の方針」

　経営学部は、所定の履修細則に従って卒業所要単位124を修得し、次の学修成果が確認できた者に「学士（経営学）」

の学位を授与する。

　１．現代をよく生きることについて、キリスト教の教えをふまえた考察ができる。

　聖書がもつ今日的意義を理解し、それらをふまえながら、	現代社会の中でよく生きることについて、自分の考えを

論じることができる。特に、よく生きることと「よきビジネスパーソン」となることが、内的な関連を持つことにつ

いて理解を示すことができる。

　２．高度な知的活動に必要な汎用的諸技能・能力及び英語力を活用できる。

　高度な知的活動の基礎となる汎用的諸技能・能力（コミュニケーション力、論理的・批判的思考力、情報リテ

ラシー、数理リテラシーなど）及び英語力を身につけ、活用することができる。特に、ものごとを論理的・批判

的に考え、それを口頭や文章で表現することができる。

　３．ものごとを広く多様な視点からの認識、異なる認識・思考方法や価値観に理解を示すことができる。

　自己や世界を歴史・社会・自然など多様な視点から認識し、異なる認識や思考方法、異なる価値観に理解を示

すことができる。特に、企業経営や組織の運営方法について、社会や文化の背景の違いにより多様性が生まれる

ことを認識し、それらを尊重することができる。

　４．経営学に関して次の学修成果を示すことができる。

　経営学の基本的な理論を身につけ、企業経営に関する以下の６つの点について、理論的な視点から分析し、自

分なりの意見を述べることができる。

　　⑴　		企業や組織の運営に必要な戦略的思考方法を身につけ、具体的な状況において経営者や管理者がとるべき合

理的な意志決定について論じることができる。

　　⑵　		企業や組織の運営には理論的には把握できない多くの問題があることを理解した上で、効果的な解決策を考

え、提案することができる。

　　⑶　		企業経営について、人的要素や企業を取り巻く市場・制度及び歴史との関係を踏まえ、効果的な解決策を考え、

提案することができる。

　　⑷　		企業経営の目的には、当該企業の利益最大化だけではなく、社会的な責任を果たすことが含まれることの重

要性を理解し、具体的な企業の行動を批判的に評価することができる。

　　⑸　		企業経営の戦略的な有効性が、財務的な成果に繋がるプロセスと、それが外部のステイクホルダーによって

評価されることによって企業価値が決定されるプロセスを理解し、人に説明することができる。

　　⑹　		財務データを用いて、企業の財政状態、営業活動の成果、キャッシュフローを分析し、企業の経営活動につ

いて評価することができる。

　５．課題を発見し、その解決のために学修成果を総合的に活用できる。

　地域の課題をはじめとする様々な具体的課題を見つけ、それまで獲得した学修成果を総合的に活用することで

その課題を解決することができる。特に、企業経営や組織運営の問題について、経営学のツールを使って、課題

を発見し、実現可能な解決策を考えることができる。
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